
 

末崎の風土散策 （３７）

～箱根山と豊漁龍神等について～ その２

滝田留作については
村誌の「出征軍人」の
項に、細浦出身、明治
１０年西南の役に近衛
歩兵一等卒で従軍、勲
八等の勲功賞を頂いて
いる。また伝説「箱根
山と大蛇」の項には、
北海道在住、本村出身
で元軍人の滝田留作と
書いてあり、神社内の
由来書に書いてある東未作、「とみさく」は村誌の滝田
留作「とめさく」の誤りとも考えられるので、確認の
ため中野周辺の古老や滝田姓の方達を尋ね回ったが、
やはり知っている方はおらず不明であった。
中峰の頂きは広い草原であり、過去に旱魃があった

際には何度も雨乞いが行われた所で、今でも子供達が
自由に遊べる場所である。南端には高さ１ｍ程の恵比
寿様と大黒様の石像が鎮座しており、七福神の豊漁豊
作の神様でその視線の注いだ方向に参拝祈願の恩恵が
大きくあると伝えられ、重い石像を３～４人互いに力
を合わせて回す風習がある。末崎の人達が参拝すると
末崎向きに、小友の人達が参拝すると小友向きに変え
たもので、私も子供の頃大人達と回した覚えがある。
この石像は末崎の人達が建てたものと思っていたが，

調べたら小友村三日市の山田
石材店の方で、恵比寿様は山
田春吉（６５歳）、大黒様は山
田治助（４２歳）の親子で明
治３０年頃に建立したと考え
られる。
西峰は３峰のうちで最も高

く、無線中継塔の南上に 446.8
ｍの三角柱が建っている。こ
の三角点が末崎、小友、米崎
の分岐点である。（聖）

箱
根
山
の
恵
比
寿
大
黒
の
石

像

箱根山豊漁竜神社内の由 来 書

平
成

年
度
地
縁
団
体
末
崎
町
公
益
会
通
常
総
会
報
告
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総
会
資
料
は
、
す
で
に
会
員
の
皆
様
に
配
布
し
て
お
り
ま
す
が
、
概
要
は
左
記
の

と
お
り
で
す
。

記

開
催
日
時
：
６
月

日
（
日
）
午
後
２
時
～

28

場

所

：
末
崎
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

出
席
者

：
１
５
１
０
名(

う
ち
委
任
状
１
４
５
８
名)

議
案
第
一
号

平
成

年
度
事
業
報
告
及
び
収
入
支
出
決
算

26

第
二
号

平
成

年
度
事
業
計
画
及
び
収
入
支
出
予
算

27

第
三
号

平
林
地
内(

中
学
校
向
か
い)

駐
車
場
路
面
整
備

第
四
号

公
益
会
所
有
土
地(

通
岡
賃
貸
土
地)

の
買
い
取
り
希
望

以
上
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
報
告
・
意
見
等
の
概
要

は
次
の
と
お
り
で
す
。

(

議
案
第
一
・
二
号
）

・

年
度
事
業
と
し
て
、
末
崎
老
人
ク
ラ
ブ
へ
「
テ
ン
ト
２
張
り
助
成
」｢

ミ
ニ
バ
ス
出
場

26へ
の
助
成｣

な
ど
が
な
さ
れ
た
。

・
事
業
計
画
の
う
ち
、｢

末
崎
の
郷
土
誌｣

の
増
刷
配
布
、
碁
石
顕
彰
碑
説
明
板
の
設
置
等

は
都
合
に
よ
り
、

年
度
事
業
と
し
て
継
続
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

27

(

議
案
第
三
号)

・
平
林
地
内
駐
車
場
整
備
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
生
徒
の
送
迎
な
ど
で
多
く
の
町
民
が
利

用
し
て
お
り
、｢

安
全
を
図
る
た
め
、
舗
装
ま
で
や
っ
て
ほ
し
い｣

｢

実
施
に
当
た
っ
て
、

設
計
、
積
算(

見
積)

等
精
査｣

に
つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
、
そ
の
よ
う
に
す
る
こ
と
と
し
た
。

(

議
案
第
四
号)

・｢

具
体
的
な
面
積
・
価
格｣

等
質
問
あ
り
ま
し
た
が
、
本
議
案
は
、
賃
借
人
所
有
の
建
物

と
同
時
に
土
地
を
売
っ
て
ほ
し
い
と
の
事
案
が
具
体
化
し
た
場
合
の
取
扱
い
で
あ
り
、

採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
、｢

売
却
可
と
し
、
取
扱
い
は
理
事
会
に
一
任｣

で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

岩
手
県
沿
岸
広
域
振
興
局
水

産
部
大
船
渡
水
産
振
興
セ
ン
タ

ー
は
細
浦
地
区
住
民
・
小
細
浦

地
域
住
民
に
対
し
７
月
９
日
、

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
で
防
潮
堤

に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
い
た
。

特
に
、
関
心
の
高
い
細
浦
湾

口
防
潮
堤
に
つ
い
て
は
、
水
門

部
を
起
伏
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
式

に
す
る
具
体
案
が
示
さ
れ
た
。

起
伏
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
式
と

い
う
の
は
、
海
の
底
に
扉
を
伏

せ
て
お
い
て
津
波
が
襲
来
す
る

と
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
扉

体
内
に
空
気
を
送
り
込
み
、
係

留
フ
ッ
ク
を
は
ず
し
、
浮
力
に

よ
り
扉
を
海
面
ま
で
浮
上
起
立

さ
せ
、
押
し
寄
せ
る
波
の
力
に

よ
り
扉
を
完
全
に
立
ち
上
が
ら

せ
て
湾
口
を
ふ
さ
ぎ
、
湾
内
へ

の
津
波
の
浸
入
を
防
ぐ
構
造
の

も
の
で
あ
る
。
設
計
案
は
湾
口

の
幅(

扉
部
分
の
幅)

ｍ
と
し
、
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水
深

ｍ
の
と
こ
ろ
に
扉
を
設

3.6

置
す
る
も
の
で
あ
る
。
操
作
方

法
は
遠
隔
操
作
シ
ス
テ
ム
で
行

う
。
こ
れ
は
、
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
緊
急
信
号
を

受
け
、
統
制
局(

県
庁
、
釜
石

合
庁)

が
衛
星
回
線
を
用
い
て
、

全
県
の
対
象
施
設
を
自
動
で
一

斉
閉
鎖
す
る
も
の
で
あ
る
。

か
つ
て
、
細
浦
湾
を
ぐ
る
り

と
回
す
防
潮
堤
と
河
口
で
も
見

ら
れ
る
よ
う
な
水
門
、
即
ち
細

浦
湾
口
に
支
柱
を
立
て
扉
を
吊

り
上
げ
て
お
い
て
、
津
波
襲
来

時
扉
を
下
げ
て
津
波
の
浸
入
を

防
ぐ
水
門
式
に
す
る
案
が
提
示

さ
れ
た
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
各

地
域
公
民
館
で
そ
れ
ぞ
れ
説
明

会
を
行
い
賛
否
を
問
う
た
と
こ

ろ
、
各
地
域
と
も
現
在
の
土
地

の
利
用
に
支
障
を
き
た
さ
ず
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
生
活
が
で

き
る
こ
と
や
景
観
を
大
き
く
損

ね
な
い
な
ど
の
利
点
が
あ
る
水

門
式
が
望
ま
し
い
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
細
浦
六
地
域
協
議
会

と
し
て
は
、
水
門
式
は
細
浦
地

区
の
総
意
で
あ
る
と
し
て
、
県

に
水
門
式
の
要
望
書
を
提
出
し

た
。
そ
の
後
、
そ
の
水
門
式
よ

り
費
用
も
削
減
で
き
、
船
舶
の

入
出
港
に
お
い
て
も
、
景
観

に
お
い
て
も
現
在
の
状
態
に
近

い
と
す
る
起
伏
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー

ト
式
が
紹
介
さ
れ
、
細
浦
六
地

域
協
議
会
と
し
て
は
、
そ
れ
が

津
波
襲
来
時
確
実
に
阻
止
し
て

く
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
よ
り

望
ま
し
い
と
し
て
い
た
。

な
お
、
県
は
、
７
月

日
に

10

は
大
船
渡
市
漁
業
協
同
組
合
末

崎
支
所
に
お
い
て
、
漁
業
関
係

者
に
同
様
の
説
明
会
を
開
催
し

た
。
そ
こ
で
は
、
津
波
襲
来
が

予
想
さ
れ
る
場
合
、
沖
合
い
に

船
を
出
し
て
難
を
逃
れ
た
い
こ

と
か
ら
、
い
つ
で
も
船
が
出
せ

る
よ
う
に
す
る
た
め
湾
口
防
潮

堤
に
は
反
対
の
声
が
あ
っ
た
が
、

県
と
し
て
は
、
住
民
の
生
命
財

産
を
守
る
義
務
が
あ
る
。
大
船

渡
湾
全
体
の
防
潮
堤
の
高
さ
も

と
決
め
て
い
る
。
細
浦
湾

7.5
m

だ
け
何
も
造
ら
な
い
と
い
う
の

は
、
行
政
と
し
て
は
で
き
な
い
。

そ
の
こ
と
も
理
解
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
し
て
い
る
。

小
細
浦
湾
に
つ
い
て
は
、
湾

奥
の
方
に
水
門
を
含
む
防
潮
堤

を
造
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
小
細
浦
地
域
の
住

民
に
事
業
計
画
を
説
明
し
承
諾

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
本

年
６
月
に
、
防
潮
堤
用
地
買
収

対
象
者
、
海
産
物
加
工
会
社
、

漁
港
利
用
者
、
製
造
業
者
へ
詳

細
設
計
の
説
明
を
行
っ
て
了
承
得

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

☆
デ
ジ
タ
ル
公
民
館
ま
っ
さ
き

活
動

◇
ふ
れ
あ
い
キ
ッ
ズ
デ
ー

ｉ
ｎ

居
場
所
ハ
ウ
ス

～
夏
休
み
親
子
・
祖
父
母

も
の
づ
く
り
教
室
～

竹
を
材
料
と
し
た
か
ぶ
と

虫
・
く
わ
が
た
虫
、
使
用
済

み
牛
乳
パ
ッ
ク
を
利
用
し
た

と
ま
り
と
ん
ぼ
、
手
芸
品
な

ど
を
子
ど
も
を
主
役
に
み
ん

な
で
つ
く
り
ま
す
。

日

時

８
月
９
日
（日）

時
～

時

13

15

場
所
・
問
合
せ
先

居
場
所
ハ
ウ
ス

―
４
１
４
９

47

参
加
費

無
料

◇
５
月
活
動
報
告

５
月

日

・

日

に
実

30

（土）

31

（日）

施
し
た
５
月
活
動
の
志
田

仁

さ
ん(

碁
石
地
区
在
住)

と
滝
田

松
男
さ
ん(

平
林
仮
設
在
住)

の

ま
ち
お
も
い
ト
ー
ク
な
ど
を

｢

デ
ジ
タ
ル
公
民
館
ま
っ
さ
き｣

で
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。
ア
ド
レ
ス
は
館
報

最
下
部
に
示
す
と
お
り
で
す
。

☆
寒
水
舞
踊
交
流
公
演

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
総
勢

人
が
、
今
年
も
東
京
か
ら
来

40訪
し
ま
す
。

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
ダ
ン

ス
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日

時

８
月
７
日
（金）

時

分
～

10

30

場

所

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

体
育
室

デジタル公民館まっさき HP http://www.massaki.jp/

第２４８号

平成２７年７月２１日

大船渡市立

末崎地区公民館
電話（F兼）29-2955津 波 な ん か に

負 け な い ！

細

浦

湾

口

防

潮

堤

具

体

案

提

示
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